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楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
仮
名
点
の
性
格

ー

そ

の
字
音
語
表
記
を
め
ぐ

つ
て
ー

安

田

博

子

平

将
門

の
、

所

謂
天
慶

の
乱

の
顛
末

を
記

し

た
将

門
記

の
伝
本

で
、

現

在

世

に
伝

わ

っ
て

い
る
諸

本
中

最

も
重

ん
じ

ら

れ
て

い
る

の
は
、

群
書
類

従

に
収
録

さ

れ

て

い
る
所

の
大

須
本

、
す

な

わ
ち
、

真
福

寺
本

将

門
記

と
、

今

一
つ
、
楊
守

敬
本

将

門
記

の
二
本

で
あ
ろ

う
。
う

ち

、
真

福
寺

本
将

門

記

に

つ

い
て
は
、

迅
く

山

田
孝

雄

博
士

の
解

説
が

付
さ

れ

て
、
古

典
保

存

会

か
ら

影
印
本

が
刊
行

さ

れ
て

お
り

、
そ

の
国
語

学
的

な

研
究
も

、
古

い

所

で
は

、
岡

田
希

雄
氏

「将

門
記

放

1
=
将

門
記

の
訓

鮎
上

「
」

(
立
命

館

文
学

二

の
三

)

「
将

門
記

の
訓

鮎
1

『
将
門
記

孜

の
続
篇

』

」

(
同
二

の
七

)
を

は
じ

め
と

し

て
、
平
井

秀

文
氏

「
承

徳
本
将

門
記

の
訓
鮎

」

(

国

語
国

文

5

・
10

)
、
小

林
芳

規
氏

「
将

門
記

承
徳

点
本

の
仮

名
遣

を

め

ぐ

っ
て
」

(
国

文
学

放

49

)
等

の
諸

論
考

が
公

に
さ
れ

て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
、
将

門
記

承
徳

点

の
訓
点

に

つ

い
て
は

、
幾

つ
か
の
研

究

発
表

が
為

さ

れ

て

い
る

に
も

か

・
わ
ら
ず

、
楊

守

敬
本
将

門
記

の
そ
れ

に

つ

い
て

は
、
諸
書

に
引

用
さ

れ

て

い
る

の
を

、
折

々
目

に

は
す

る
が

こ
れ

の

み
を
単

独

に
取

り
あ

げ

て
論

じ

た
も

の
を

知

ら
な

い
。

先

に
掲

げ

た
小

林
芳

規
氏

の
論

考

で
は

、
真
福

寺
本

と
楊

守

敬
本

と
を

比
較

検
討

さ

れ

て

い
る

が
、
そ

の
重

点

は
や

は
り
真

福
寺
本

の
方

に
置

か
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

将

門
記

研
究

の
基

礎
資

料

と
し

て
、
早

稲

田
大
学

か
ら
出

版
さ

れ

た

「
将
門
記

・
研
究

と
資

料
」

(昭

35

)
は
、

真
福

寺
本

、
楊

守

敬
本

、
抄

略
本

を

校
合

し

、
校
異

を
記

し

て
研
究

の
大

き
な

助
け

と
な

っ
て

い
る

が

そ

れ

と
て
も

特

に
訓
点

の
み
を
取

り
上

げ

た
も

の

で
は
な

い
。

以
上

、
将

門
記

の
訓

点

研
究

の

一
応

の
概

略

を
示

し

て
み

た
が

、
楊
守

敬

本
将

門
記

仮
名

点

に

つ

い
て
は
、
殆

ど

研
究

が
為

さ

れ
て

い
な

い
と

い

う

現

状

は

一
見

し

て
知
ら

れ
る
所

で
あ
る
。

そ

こ
で
、
本

論
文

で
は
、
貴

重

古

典
籍

刊
行

会

の
影
印
本

に
拠

っ
て
、
楊

守

敬
本

の
仮

名
点

の
、
そ

れ

も
今

回

は
特

に
、
字

音
語

の
表
記

を

め
ぐ

っ
て
行
な

っ
た
調
査

の
結

果

を

報

告

し

た

い
と
思
う
。

二

 

真

福

寺
本

将
門
記

の
書

写

加
点

の
時

期

は
、
そ

の
識

語

か
ら
承

徳

三
年

二

○

九

九

)
と
確
定

さ

れ
て
、

そ
れ

に
誤

り
は

な

い
が

、

(
但
し

、
少

数

な

が
ら
異
筆

の
訓
点

が
混

入
し

て

い
る

)
楊
守

敬
本

の
方

は
、
加

点
時
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を

示
す

積
極

的

な
証

拠

が
全
く

な

い
た

め
に
、

字
体

よ

り
推
定

を
下

す
他

な

い
状
態

で
あ

る
。

古
典
籍

刊

行
会
本

の
山

田
忠
雄

氏

の
解
説

に
拠

れ

ば

「
真
福
寺

本

の
丁

寧

に
し

て
字
書

正

し
く
法

に
適

へ
る

と
は
著

し
き

対
照

を

な
す

」
達

筆

で
書

か
れ

、

こ
の
よ
う

な
書

風

は

「
平
安
朝

期

の
古

文
書

に
は
往

往
、

見
受

け

る
虚

、
本
書

も
亦

そ

の
例

に
洩

れ
る

も

の
で

は
な

か

ら
う

」

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

氏

は
、

こ
の
本
を

抄

略
本
系

統

の
古
本

と

し

て
重
要

視

さ

れ
て

お
り
、

そ

の
施

さ
れ

た
訓
点

に

つ

い
て
も

、
仮
名

字

体

に
古
体

を

存
す

る
も

の
が
見
受

け
ら

れ

る

こ
と
等

か
ら
、

こ
の
本

の
書

写
を

「
真

福
寺

本

に
先

立

つ
こ
と
、
十

数
年

若
し

く

は
、
数

十
年

」

と

い

う

見

解
を

と

っ
て
お
ら

れ

る
。

小

林
芳

規
氏

も
亦

、

「
楊
守

敬
本

将
門
記

は
、

院
政

初
期

頃

の
書

写

で
同
期

の
仮

名

が
施

さ

れ

て
お
り

、
承

徳
本

に

先

行
す

る
。

」
(
先

掲
論

文

)
と
、

山

田
氏

の
考

え

に
従
う

。

し
か
し

、

果
し

て

そ
う

言

い
切

れ
る

で
あ

ろ
う

か
。

本

文

自
体

に

つ

い

て
な

ら
ば

い
ざ

知

ら
ず

、
施

さ
れ

た
仮
名

点

に
ま

で

こ

の
見
解

を

当

て
は

め
る

こ
と

が
可

能

で
あ

ろ
う

か
。

楊
守

敬
本

将

門
記

の
仮

名
字

体

に
、

三
種

の
別

の
あ

る

こ
と
は

、
既

に

山

田
氏

の
指

摘

さ

れ
て

い
る

と

こ
ろ

で
あ

る

が
、

そ
れ

ら
を
す

べ
て

一
律

に
、
院

政
初

期

写

と
言

い
切

っ
て
し

ま
う

こ
と

に
対

し
て
、
あ

る
危

惧
を

抱

か
ず

に
は

い
ら

れ
な

い
。

仮
名

点

の
施

さ

れ
た
時

期
を

内
部

徴
証

か

ら

求

め
よ

う

と
試

み
る
所

以

で
あ

る
。

記
述

に
あ

た

っ
て
、
仮
名

を
分
類

指

示
す

る

際

に
、

一
応

便
宜

的

に
、
山

田
氏

の
所

謂

、
第

一
種

・
二
種

・
三

種

の
別

に
従

う

こ
と

と
す

る
。
第

一
種

の
仮
名

は
、
本

文

と
同
筆

と
思

わ

れ

る
も

の

で
数
も

す
く

な

い
。

第

二

・
第
三

種

の
仮
名

が

そ
れ

に
継
ぐ
。

三

楊

守
敬

本
将

門
記

の
漢

字

に
は
、

か
な

り
詳

細

に
そ

の
漢
字

の
音
訓

や

声
点

を
示

す
点

が
付

さ

れ

て

い
る
。

或

る
場
合

に
は
そ

れ
は

、
類

音
字

で

あ

っ
た
り

、
或

る
場

合

に
は
仮

名

で
あ

っ
た

り
は
す

る

が
、

数

の
上

か
ら

言

え
ば
、

真
福

寺
本

の
数

倍

に

の
ぼ
る
も

の
で
あ

る
。

以
下

、

こ

の
楊

守

敬
本

に
施

さ

れ
た
仮

名
点

を
対

象

と
し

て

①

三
内

掻
音

の
表

記

、
②

入

声
音

の
表
記

、
③

拗
音

の
表
記

、
④

そ

の
他
、

の
場

合

に

つ

い
て
、
順

次

述

べ
て

い
く

こ
と

に
す

る
。

三

種

の
仮
名

に

つ

い
て
は
、

特

に
さ

し

つ
か

え
な

い
場
合

は

こ
れ
を

一
括
し

て
取

り
扱

い
、

問
題

と
な

る
箇

所

に
限

り
、

適
宜

そ

の
旨

を

断
る

こ
と
に
し

た
。

ω

三
内

擦
音

の
表

記

真

福

寺
本

に
於

い
て
、
唇

内
舌

内
喉

内

の
三
内

按
音

尾

を
大
体

に
正
し

く

識
別

し

た

こ
と
は
既

に
よ

く
知

ら

れ

(
先

掲
諸

論

文
参

照

)
こ

の

こ
と

は
、
院

政
初

期

に
三
内

搬
音

を
区

別
し

て

い
た
事
実

を

示
す
も

の
と
し
て
、

し

ば
　

引

か
れ

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。

参

考

の

た
め

に

一
部

を
揚

げ

る
と

次

の
よ
う

に
な

る
。

唇
内

椴
音

m
…

…
…

ム
表

記

イ
ム

シ
ム

チ
ム

チ
ム

ケ
ム

飲

寝

朕

鳩

劔

他

(

舌
納
椴
暗

n
引
:
斐

マρ
短
乳ん
跨
表

胤

瞳

魂

楯

舜

躊

喉
内
嬢
音
0
…
…
:
ウ
レ
表
記

ヨ
ウ

コ
ウ

シ
ョ
ウ

ソ
レ

シ
ョ
レ

ク
ヰ
レ

庸

空

粉

惚

縦

凶

例
外

、

廉

読

)

琵

セ
ん

僅

糎

他

(
例

外

、

郁9

他

シ
ュ
マ

ラ
マ

値

籟
)

0

韻

尾
を

表

わ
す

た
め

に
、
通

常

n
韻
尾

を
表

わ
す

レ
を

用

い
、
舌

内

搬

音

に
対
し

て

は

マ
と

い
う

特
殊

な
記

号
を

考

案
し

て

い
る
点

が
注
意

を

一26一



引

く
。
n
y尾

音

に
明
確

な

按
音

的
要
素

を

与
え

ん

が
た
あ

の
配
慮

で

あ
ろ

う

け

れ

ど
も
、

後
述
す

る
楊

守

敬
本

の
0

韻
尾

表
記

と

の
関

連

に

お

い
て

意

味

深

い
も

の

で
あ

る
。

楊

守
敬
本

で

の
表
記

は
次

の
如
く

で
あ

り

、
真
福

寺
本

と

は
か
な

り
趣

き

を
異

に
し

て

い
る
。

唇
内

搬
音

m

原

則

と
し

て

ム
表

記

で
あ

る

が
、
中

に
、
舌

内
搬
音

を
表

わ
す

「
レ
」

を
使

用
し

て

い
る
も

の
が
見

ら

れ
る
。

真
福

寺
本

で

は
唇
内

舌
内

両
搬

音

を
混

用
す

る

こ
と

は
な

い
。

ム
表
記

任
国

息
男

レ
表
記

沈
吟

検
封

零
表
記

欠
負

ニ
ム

ヒ
イ
キ
ム

任
用

緋
襟

サ
ム

読

人

(
二
例

)

紮

喰
セ魎

毒

ムスル
テ
篠

摂
)
ケ
ム

黙
定

内
監

読

清
廉

検

朕
位

(深
摂
)

検

(二
例
)

巡
検

(威
摂

)

(
威

摂

)

(
威
摂

)

深
摂

の
誤

用
例

は
二
例

と
も

頭
音

に
舌

音
字

を
持

っ
て

い
る
。

威

摂
所

属
字

で
誤

っ
て

い
る

の
は

「
検
」

の
み
で
四

例
を

数
え

る

が
、

正

し
く
記

し

た
も

の
も

一
例

見
え

て

い
る
。

仮
名

は

、
深
摂

の
二

例

は
第

三

種
、

他

は
第

二
種

に
属
す

る
。

第

一
種

の
仮
名

は

「
読
将

門

身

」
(25
珍

と

見

え

て

い
る

】
例

だ

け

で

、

「
レ
」

を

用

い

た

も

の

は

な

い

。

舌

内
搬

音

n

舌
内

搬
音

の
表
記

は
、

大
筋

の
と

こ
ろ
は
舌

内
韻

尾

を
表

わ
す

符
号

と
し

て
最

も

一
般
的

な

「
レ
」
を

用

い
て

い
る

が
、

か
な

り
複
雑

な

入

り
く

ん

だ
表
記

が

見
ら

れ
る
。

レ
表
記

恩
澤

(二
例
)

平
民

吏
民

貧
人

珍
財

護
人

(二
例
)

熱

劇
懇

仁
桐

数
旬

佳
南
子

駿
馬

印
錨

公
損

寸
法

霊
魂

花
門

ミ
レ

リ

ミ
レ

ヒ

レ

チ
レ

サ
ム
シ

レ

う

亀

ソ
レ

ス
レ

コ

コ
レ

レ

ウ

レ

カ
レ

タ
レ

タ
レ
ホ

タ
レ

ト
ウ

カ
レ

膨

聾
轟

火
離

欝

癬

榴
守
(遍

へ篭

τ

愈
怨

郡
司

(
轟

摂

)

黄
昏

四
陣

し

'

7
」
ノ

恪
僅

清
文

蜘
虻

翰
子

韓
朋

漢
王

封
揮

一
旦

旦
暮

歎
念

東
岸

避

魏
害

誼
議

言
上

坂
東

(二
例

)

宛
柾

弁
済

礼
莫

ム
表
記上

シ
ム

シウ
ーー
ム

ウ
ム

運

太

政
大

臣

躁

踊

閑

居

歎
息

朝

朋

蘭

花

ウ
表
記

中
旬

賊
難

零
表
記

後
陣

分
散

{宅多
人誇

 

暫
官
代

(
螺
摂

)

(
山
摂

)

千
刃

悪
神

巡
検

郡
司

(践
摂
)

曇
居

(山
摂
)

錬
摂
)

ア
ム

ケ
ム

案

百
懸

分
心怨

覧
挙

ヨ
ウ

ミ

シ

シ

シ

ワ

庸
民

新
司

新
皇

・(
山
摂

)



舌
内

搬

音
を

表

わ
し

で

い
る
仮

名
を

種
類

別

に
整

理
し

て

み
る

と
、

ほ

ぼ
次

の
よ
う

に
な

る
。

即
ち

、

「
レ
」

を
用

い
る

の
は
、
第

一
、
二

、
三

種

の
ど

の
仮
名

に
も

も

共
通

し
(

い
る
が
、

量
的

に
は
、
第

一
種

で
書

か
れ

て

い
る

の
は

「
漢

王

」

「
先

年

」

「礼

莫

」

(
但
し

、
第

一
種

の
仮

名

の
上

に
第

二

種

が
重

ね
ら

れ

て

い
る
。
)
の
三

例
く

ら

い
の
も

の
で
、

「
後

陣
」

「
千
刃

」

「
巡

検

」

「
分

散

」

の
如

く
、
表

記

し
な

い
こ
と

の
方

が
多

い
。
第

一
種
仮

名

に

よ
る

も

の
以
外

は
、
第

二

種
仮
名

に
よ

る
も

の
と
第

三

種

仮
名

に
よ
る

も

の
と

の
用
例

、
相

半

し

て

い
る
。

「
ム
」

「
ウ
」
表

記

し

て

い
る

の
は

、

大
部

分
第

二

種

で
、

一
例

「
分
心怨

」

の
ム
」

が
第

三
種

の
よ
う

に
見

え

る

が

「
レ
」

「
ム
」

を
重

ね
書

き

に
し

て
、

い
ず

れ
と

も

判
読

し

が
た

い
。

も

し

こ
れ

が

「
レ
」

で
あ

る
な

ら
ば

、

n
韻
尾

を

「
ム
」
に
表

記

し

て

い

る

の
は
第

二

種

の
仮
名

だ

け

と

い
う

こ
と

に
な
る
。

「
ウ
」
表
記
も

第

二
種

仮
名

に

よ
る
。

こ
れ

ら

の

こ
と
は

、
第

二
種

の
仮
名

の
性

格
を

考

え

る
上

に
か
な

り
重

大

な
意

味
を

持

っ
て

い
る

の

で
は
な

い
か
と

思

わ
れ

る
。

喉

内
搬

音

「
ウ
」

で
表
記

さ

れ

て

い
る
も

の

が
最

も

多

い
の
は
当

然

で
あ

る
が
、

稀

に

「
レ
」

「
ム
」

等

で
示

さ
れ

る
。

ウ
表
記

忠
行

律
中

公
損

孟
冬

兇
賊

庸
民

郎
邦
郡

(江
摂
)

ハ
レ
ト
ウ

坂
東

(
三
例

)

ソ
ウ
ヨ
ウ

ソ
ウ

ウ

縦
容

聡
忙

東
岸

鴻
基

七
重

任
用

由
弓(通

摂

)

本
皇

相
違

蚊
虻

韓
朋

例
)

ム
表
記

東
土

レ
表
記

政
零
表
記

棘
楓

発
向

郎
頭

謁
望

生
分

藤
氏

承
引

総
忙

狼
戻

暴
悪
之
行

忠
行

慷
概

相
国

方

王

楊
家

養
由

逃
亡

岡
帳

(宕
摂
)

孟
冬

猛

猛
悪

廃
座

(梗
摂
)

乗
馬

能
才

勝
訴

愛
輿

凌
櫟

李
陵

(二

(曾
摂
)

(
通
摂

)

(
梗
摂

)

新
皇

漢
王

(宕
摂
)

崩
崎

(
宕
摂

)

(
通
摂

)

降
魔

(
江
摂

)

そ

の
他

、
注

目
す

べ
き
も

の

と
し

て
次

の
よ
う

な

人
名

が

あ

る
。

英
保

純

行

(
梗
摂

)

通

例

「
エ
イ
」

と
写

さ

れ
る

「
英
」

字
を

韻
尾

の
撞

音

に
引

か

れ
た

の
か
、

n
韻
尾

の

「
ナ

」

で
受
け

て

い
る
。

和

名
抄

に

は
、
播

磨
国

の
地

名

「
英
保

」

に
対

し

て

「
安

母
」

と
仮

名
書

き

し

た
も

の
が

あ

る
。

播
磨

国
餓

磨

郡

英

保

安
母

(
⑧

11
才

)

最

後

に
0

韻

尾

を
表

記
し

て

い
る
仮
名

に

つ

い
て
言

う
な

ら

ば
、

「
ウ
」

を
以

て

写
す

の
は
三
種

の
仮

名

に
共

通

、

「
レ
」

は
第

三
種

、

「
ム
」
を

用

い
る

の
は
第

二
種

に
限

ら
れ

て

い
る
。

先

の
舌

内
撮

音

の
所

で

「
n
」

を

ウ
表
記

に
し

た

の
も

第

二
種

の
仮

名

で
あ

っ
た

こ
と
が
思

い
返
さ
れ
る
。

楊

守

敬
本

将
門

記

に
於

け
る

三
内

撰
音

の
表

記

状
態

は
以

上

の
如

く

で
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あ

る
。

第

二
種

の
仮

名

が
非
常

に

面
白

い
性
格

を
有

し

て

い
る

こ
と
は

、

す

ぐ

に
知

ら

れ
る
。
そ

の
特

殊

さ
を

一
言

で
言
う

な

ら

ば
、舌
内

撰
音

n
に

対
し

て
喉

内
撰

音
0

を
表

わ
す

「
ウ
」
を

用

い
る

こ
と

が
あ

る

こ
と
。

喉

内
按

音
0

に
対

し

て
唇
内

掻
音

を
表

わ
す

「
ム
」
を

用

い
る

こ
と

が
あ

る

と

い
う

こ
と

、
こ
の
二
点

に
尽

き

る
。

第

一
種

の
仮

名

に
は

、

m

n
の
乱

れ

が
な

い
こ
と
、
0

韻

尾

を
表

わ
す

に

は

「
ウ

」

の
み
を

用

い
る

こ
と
、

n
韻

尾
を

表
わ

す

「
レ
」

も
数

は
多

く
な

く
、

む
し

ろ
表

記
し

な

い
場
合

の
方

が
多

い
こ
と
等

は
、

そ

の
付

さ

れ
た
時

代

の
古

さ
を

物
語

っ
て

い
る
よ
う

に
思

わ

れ
る
。
第

一
種

の
仮
名

が
本

文

の
書

写

と
同

時

に
書

き

加
え

ら
れ

た

と

い
う

推
定

は
、

こ

・
に
於

て

ほ

、・
首
肯

さ

れ
る

の
で
あ

る
。

第

三
種

の
仮

名

は
、
三

種

の
う

ち

最
も

遅
れ

て
書

き
入

れ
ら

れ

た
も

の
で
あ

る
。

し

か
し
、

唇
内

撞
音

を
舌

内
掻

音

に
誤
る

こ
と

は
あ

る

が
、
そ

の
逆

は
、

存
疑

の

一
例

「
卿
驚

」
を

除

い

て
無

く
、
喉

内

撞
音

を
舌
内

に
誤

っ
た
も

の
が

一
例

見
ら

れ
る

だ
け

で
あ

る
。

(
「
政

セ
レ
」
)

以

下
、

こ
れ

ら

の
事

実

に
対

し
詳

し
く

検
討

を
加

え

て
見

よ
う

。

先
ず

、

m
と

n
の
混
同

に

つ
い
て
。

こ

の
二
音

の
区
別

は
、
大

体

院
政

期

か

ら
鎌
倉

初

期
頃

ま

で
は
ま

だ
盛

ん

に
行
な

わ
れ

て

い
て
、
混

同
例

は

少

数

で
あ

り
、

こ

の
二
音

の
仮
名

の
混

用

が
激

し
く

な
る

の
は
鎌

倉
中

期

以

降

で
あ

る
と

い
う

の
が
定
説

に
な

っ
て

い
る
。

資

料

に
よ

っ
て

は
早

い

注
ω

時

期

か
ら
区

別

し
な

い
特

殊
な

も

の
も
存

す

る
が

大
概

は

こ

の
線

で

認

め

ら
れ

て

い
る
。

現

に
、
将

門
記

承
徳

三
年

点

で
も

m
n
の
書

き

分
け

に
混

同

の
な

い
こ
と

は
前

に
見

た
通

り

で
あ

り

、
時

代
を

同
じ

く
す

る
他

の
資
料

に
あ

た

っ
て
見

て
も

一
二

の
例

外

は
存
す

る

が
、
大

体

に
於

て
区

別

が
認

め
ら
れ

る

の
で
あ

っ
て
、

こ
れ
ら

の
資

料

に
比
す

れ
ば

、
楊

守
敬

本

の
表
記

の
混

清

は
多

い
と

は
言

え
な

い
が
決

し

て
少

な

い
方
で
は
な

い
。

今
少

し
時

代
を

下

っ
た
所

の
資

料

に
あ

た
る

と
、

次
第

に
混

用
例

の
増

加

し

て
く

る

の
が
わ

か
る
。

例

え
ば
、

法

華

百
座
聞
書

抄

(院

政
末

写

)

エ
ム

マ

カ
ム

ロ

ム

サ
ム

m

閻

魔

甘
露

無

漸

n

残

害

浄
飯

王

宣
旨

(
誤

用
例

乱

肉

団

翻
訳

)

(王
朝
文
字
8

法
華
百
座
聞
書
抄
特
集
号

「本
文
に
お
け
る
擾
音
二
種

(唇
内
と
舌
内
〉
三
内
入
声
の
表
記
」

大
久
保
強
氏

〉

高

山
寺

本
古

往
来

(
院
政

末
写

)

エ
ム
キ
ャ
ク

エ
ム
ハ
ィ

カ
ム

カ
ム

カ
ム

キ
ム

キ
ム
セ
イ

ケ
ム

m

厭
却

塩
梅

感
悦

欠
失

勘
當

禁
倉

今
歳

検
田

所
犯

任

(誤
用
例

蒙
枯
)

n

哀
憐

遊
宴

膚
山

延
引

煙
欝

閑
居

看
督

去
年

勤
任

近
親

犬
産

作
文

十
段

(民
煙
)

高
野
山
西
南
院
蔵

和
泉
往
来

(文
治
二
年
写
)

m

誤
用
例
の
み

(沈
滞

禁

金
烏

面
談

兼

襟
)

n

坂
東

新
司

山
華

親
泥

緩
々

昏

旬

農

(六
秦

半

宣
尼

類
船

暖
露

遠
々

夷
山
)

図
書
寮
本
宝
物
集

(伝
康
頭
筆

院
末
政

～

鎌
倉
初
)

m

禁
野

皇
奥
石

公
任

ク
ワ
ク
シ
レ

ヒ
レ

セ
レ

イ

ヰ
レ

カ
レ
エ
レ

ケ
レ

n

郭
臣

髪

宣
婆
城

伊
サ

顔
渕

遣
長

セ
ム

カ
ム

ハ
ム

セ
ム

(
勾
践

紅
顔

繁

昌

千
輻

)・

の
如

く

で
あ

る
。

続

い
て
喉
内

撰
音

0

の
表

記

を
検

討
し

て

み
よ
う
。

喉

内
撞

音
尾

の
音

価

が
不
安
定

で
、
そ

の
表
記

が
古

く

か
ら
浮

動

し

て

い
る

の
は
よ
く

知
ら
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れ

て

い
る
。

例

え

ば
、

石
山
寺

蔵
法

華
義

疏

長
保

二
年

(
一
○
○

二

)
点

で
は

、
0

韻

尾

が

「
ム
」

「
乙
」

「
ウ
」

と
三
様

に
表

記
さ

れ

て

い
る
が

、

こ
れ

は
未

だ
、
0

韻

尾

の
表
記

体

系

の
確

立

し

て

い
な

い
状

態
を

示
す

も

の
で
あ

る
と
す

る

の
が
普

通

で
あ

る
。

そ
れ

が
時

代

が
下

る
に

つ
れ

、

m

韻

尾

に

は

「
ム
」

、

n
韻

尾

に
は

「
レ
」
、
0
韻

尾

に
は

「
ウ
」

と

い
う

表

記

が

固
定
す

る

に
至

る
。
真

福
寺

本

の
承

徳
点

も
そ

う

で
あ

っ
た

し
、

こ
の
楊
守
敬
本
も
原
則

と
し
て
は
こ
の
体
系
に
の

っ
と

っ
て

い
る

と
言

え
る
。

さ

て
、

こ

ゝ
で
、

こ
れ
ま

で
言

及
す

る

の
を
避

け

て

い
た
才

二
種

の
仮

名

の
特
殊

な
表

記

に
目

を
や

る

こ
と

に
し
よ

う
。

ス
ウ

タ
ク

シ
ウ

ソ
ク
ナ
ウ

n
韻
尾

を

ウ
表
記

に
し

た

「
中
旬

」

「
僥
駄

㌘

「
賊

難
匹

ウ
の
三

語
、

こ
れ

に
、
同
様

の
例

と
し

て

真

福
寺

本

の

「
読
釧

」

「清

廉

」

の
二
例

を
加

え

る
。

唇
内

接
音

の
ウ
表
記

で
あ
る
。

真

福
寺
本

将

門
記

に
は

、
承

徳

三
年

点

の
他

に
、
後

の
書

き

入
れ

に
な

る
別

筆
仮

名

が
混

入
し

て

い
る

が

、
今

揚
げ

た

二
例

は
、

そ

の
別

筆

仮
名

に
よ

る
も

の
で
あ

る
。

こ

の
よ

う

な
相

似

た
二

つ
の
表

記

形
式

は
、
真

福
寺

本

の
別

筆
仮

名

と
楊
守

敬
本

の
矛

二
種

の
仮
名

と

は
、

そ

の
施

点

の
時

代

が
極

め
て
接

近
し

て

い
る

と
を
予

想
さ

せ
る
。

こ
れ

に
、

更

に
、
楊

守

政
本

の
曝
内

掻
音

ム
表

記

の

「
東
土

」

「
崩
崎

」

の

二
例
を

加
え

、
才

三

種

に
属

す

る
仮
名

を

用

い
て

は

い
る
が

喉
内

擦
音
を

「
レ
」

で
表

記

し
た

「
政

セ
レ
」
、
更

に
、
敷

摂

u

母
音
を

「
ム
」

で
表
記

し

た

「
奥
州

」

照
穆

」

の
例
を

合
わ

せ
れ

ば
、

お

ぼ
ろ
げ

な

が
ら
才

二
種

の
仮

名

の
輪

郭

が
浮

か
び
上

っ
て
く

る
。

才

二

種

の
仮

名

及

び
真
福

寺
本

別
筆

仮
名

の
以
上

の
如

き
表

記

の
意
味

は
、

次

の

二
点

に
集
約

さ

れ
る
。

即

ち
、

そ

の
1

0

韻

尾

は
撮

音

と
し

て

の
性
格

を

明
確

に
有

し
て
い
る

こ
と
。

そ

の
2

そ

の
音

価

は
、

n
韻

尾

と
も

m
韻
尾

と

も
異

な
る

が
、

ど
ち

ら

か
と
言

え
ば

m
韻

尾

に
近

く

、

u
母
音

と
も

以

か
よ

っ
た

点

が
あ

る

こ
と
。

で
あ

る
。

0

韻

尾

の
撲

音
性

と

い
う

こ
と

を
考

え
る
時

、

直
ち

に
思

い
起

さ

れ
る

の
は
、
n
y
韻

尾

が
往

々
に
し

て

n
韻

尾

を
表

わ
す
符

号

で
表
わ
さ
れ
た
り
、

或

は
そ

の
逆

に
な

っ
た

り
す

る

こ
と
が

あ
る

と

い
う

事

実

で
あ

る
。

承

徳

点

に
於

て
、
0

韻

尾

に

「
レ
」
を

用

い
て

い
る

こ
と

は
既

に
見

た
。

唇

内

舌

内
両
掻

音

尾
は

正
し

く
書

き
分

け
ら

れ

て

い
る
に
も

か

、
わ

ら
ず

、
喉

内

棲
音

尾

の
表

記

に

の
み
混

乱

の
あ
る

資
料

は
折

々
見

受
け

る
所

で
あ

る

㎏

憾
ま

た
、

十

二
世
記

初
頭

あ
た

り

か
ら
0

韻
尾

を

「
レ
」
や

「
乙
」

で

書

き
表

わ
す

資
料

が
多

く
な

る

の
は
よ

く
知

ら

れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う

な
現
象

は
、
n
y
韻

尾

に
掻

音

と
し

て

の
性

格
を

強

く
認

め
る

よ
う

に
な

っ
て
来

た
結

果

と
し

て
生
じ

た
も

の
で
あ

ろ
う
。

そ

し

て
、
今

掲

げ

た
多

く

の
例

は
、

す

べ

て
こ

の
線

上

に
位

置
す

る
も

の
で
あ

る
。
り

韻

尾

の
音
価

に
関

し

て
は

、
様

々
な
方

向

か
ら
様

々
に
論

じ
ら
れ
て

い
る
。

亀

井
孝

氏

は
、
喉

内
韻

尾

を
表
記

す

る

「
ウ
」

に
対

し

て
鼻

母

音

〔
ロ
〕

を

推
定

さ

れ

(
「孤
コ
ン
コ
ン
と
題
し
て
話
し
た
こ
と
ど
も
」
国
語
と
国
文
学
27
・
2
)

浜

田
敦

氏

は
、

マ
行

バ
行

四
段

の
音

便

に
、
擾

音
便

ウ
音

便

の
両

形
が
あ

る

こ
と
を
根

拠

と
し

て
、

掻
音

と
喉
内

尾

音
相

互
間

に

は
、
音

韻

上

の
区

別

は

存

し

な

か

っ
た

と
、
亀

井
氏

の
説

を
支

持

さ
れ

て

い
る
。
(
「音
便
-

按
音
便
と
ウ
音
便
と
の
交
渉
」
1
ー
国
語
国
文
23
・
3
)

ま

た
、

字
音

の
連

濁
現

象

が

m

n
韻

尾

の
み
な

ら
ず
0

韻

尾

の
後

に
起

る

こ
と

か
ら
、

「
天
台
宗

真
言

宗
等

の
諦
経
音

に
お

い
て

は
、
㎏

韻

尾

を

敷

摂

等

の

u
韻

と
区

別
し

、
鼻

音
的

に
発

音

し
た
時

代

が
あ

っ
た

」

と
さ

れ

た
奥
村

三
雄

先
生

の
御

論
考

は

(
「字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
」
国
語
国
文
21

・
5

)
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先

の
二
氏

の
説

を

更

に
強

固

に
す

る
も

の
で
あ

る

と
思

わ
れ

る
。

そ
し

て
、
楊

守
敬

本

及
び
真

福
寺

本
別

筆
仮

名

に
見

ら
れ

る
特
殊

な

字

音
表

記

は
、

以
上

の
よ
う

な
9

韻
尾

に
関

す

る
諸
説

を
完

全

に
裏
付

け

る

こ
と
を
可

能

に
す

る
。

先
ず

矛

一
段

階

と
し

て
、
喉

内
韻

尾

の
持

つ
擦
音

の
性

質

が
強
調

さ

れ

前

面

に
押

し
出

さ

れ
て
く

る
。

そ

の
結
果

、

そ

の
音

を
表

わ
す

に

「
ウ

」

を
用

い
な

い
で

「
ム
」

と

い
う

唇
内

搬
音

符
を

以

っ
て
す

る
。

(
東

土

、

簡

崎

)
そ

れ

は
、

「
ウ
」

で

は
喉
内

霰
音

の
持

つ
鼻

母
音

〔
巳

の
性
質

を
表

わ

せ
な

か

っ
た
か
ら

に
他

な

ら
な

い
。

け

れ

ど
も

、
0

韻

尾

の
搬
音

が
更

に
強

く
な

る

と

「
ウ

」

と

い
う
符

号

自
体

に
も

檬
音

を
表

わ
す

力

が

備

わ

っ
て
、
唇
内

横
音

を
表

記

す

る
箇
所

に
あ

ら
わ

れ

た
り

(
清
廉

読

銅

)

m
韻
尾

、

n
韻
尾

の
近
し

い
関

係

か
ら

、
舌
内

檬
音

ま

で
も
表

わ
す

こ
と

に
な

'.
た

の

で
あ

る
。

(中

旬

佗

人

賊
難

)
そ
し

て
、
遂

に
は

本

来

u
母
音

で
あ

っ
た
敷
摂

に
属
す

る
字

音
ま

で
も

喉
内

椴
音

の

〔
已

と
誤

っ
て

ム
表
記

に
す

る

こ
と

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

(
奥
州

照
穆

)

矛

三
種

の
仮

名

に
よ

る

「
政

セ

レ
」

で

は
、
0

韻

尾

を
舌

内
掻

音
符

「
レ

」

で
表

わ
し

て

い
る
。

0

韻

尾
を

表

わ
す

の

に

「
ム
」
を

用

い
て

「
レ
」
を
用

な

い
な

い
こ
と
、

マ
行

バ
行
四

段

の
撮
音

便

は

一
般

に

ム
表
記

に
さ
れ

て

レ
表

記

に
し

な

い

こ
と
等

は
、

こ
の
喉
内

椴
音

の
音
価

が

n
よ
り

も

む
し
ろ

m
に
よ

り
近

い

も

の
で
あ

ろ
う

こ
と
を

想
像

さ

せ
る
。

但

し
、

m
の
音

と
同
じ

も

の
で
な

い
こ
と
は
、

明
覚

の

「悉

曇

要

訣
」

に

「
日
本

ニ
ハ
力

ム
デ

ヲ
力

ウ
デ
ト

イ

フ
。

ス

ム
デ
ヲ

ス
ウ
デ
ト

イ

フ
」

と
あ

る

こ
と

で
明

ら
か

で
あ

る
。

更

に
傍
証

を
挙

げ
よ
う

。

「多

治
真

人

助
真

」

と

い
う

人
名

が
あ

る
。

「
真
人

」

は
恐

ら
く
初

め

は

「真

人

」

で
あ

っ
た
ろ
う

。

そ
れ

が
、

商

人
↓

ア
キ

ウ
ト
↓

ア
キ

ム
ト

と
な

る

の
と
同

じ
音
変

化

で
、

マ
ヒ
ト

↓

マ

ウ
ト
↓

マ
ム
ト

と
搬

音
化

し

た

の
で
は
な

い
か
。

「
法
華

経
単

字

」

に

「

穴
太

部

の
間
人

」

(中

一
8

オ

)
と
見
え

て

い
る

こ
と

は
、

こ

の
、推

定

の

一
証

と
な

り
得

る

と
考

え

る

こ
れ
も

人
名

で
あ

る

が
、

「
英
保

純
行

」

(
楊
49
4

真
5
オ
9
、
18
ウ
ー
}

と

い
う

訓

も
、
0
韻

尾

の
搬
音
性

を
意

識

し

た
表

現
だ

と
言

え
よ
う

。

「

英
」
字

の
喉
内
韻

尾

を
忠

実

に
伝
え

た
も

の
と
し

て
は

、
慈

光

寺
蔵

大

般

若

経

字
音

点

(
院
政

期
加

点

)
に
、

「
英

傑
」

と

い
う
語

が
見

え

て

い
る

が
、
(
松
尾

捨
氏

「
慈

光
寺

蔵
大
般

若

経
字

音
点

に

つ

い
て
」
国

語

学

3
)

喉
内

按
音

を

「
ナ
」
と

n
韻

で
表

わ
し

た

「
英

」

の
訓

は
、

「
英

」
よ

り

も

い
っ
そ
う

徹

底
し

た
表
記

を

と

っ
て

い
る

と
考

え
る

の

で
あ

る
。

以

上
、

述

べ
来

っ
た
所

の
三
内

搬

音
表

記

の
状
態

を

、
他

の
資
料

に
見

出

せ
な

い
も

の
か

と
調

査

し

た
結

果

、
高

野

山
西
南

院

蔵

の
「和

泉

往
来

」

の
字

音
表

記

が
、

ほ

、ゝ
類

似
し

た
様
相

を

呈
し

て

い
る

こ
と
を
発
見
し
た
。

次

の
如
く

で
あ

る

「和

泉

往
来

」

り
韻

尾

ウ
表

記

レ
表

記

に
於
け
る
撰
音
表
記

・
韻

尾

レ
表

記

ウ
表
記

m
韻
尾

レ
表
記

ウ
表
記

ソ
ウ謹サ

レ桑

縦

升

章

光

坂

新

農

鎮

堪

姻

任 言寝 診

ク
ワ
ウ

ソ
ゥ

ソ
ゥ

ト
ウ

ソ
ウ

コ
ウ

広

松

鐘

東

匠

紅

コ
レ

ト
レ

ヤ
レ

サ
レ

ヤ
レ

ハ
レ

紅

動

羊

准

様

芳

山

親

緩

昏

旬

歓

蔭

槻

辮

釦

謝

彩

槻

釧
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母
音

ウ
表
記

旧

鰯

曳

奥

レ
表
記

老

鴎

奥

将
門
記

の
用
例

が

、
各

々
二
三
例

ず

つ
で
微
弱

で
あ

っ
た

の
と
は
対

照

的

に
、

用
例

も
豊

富

で
、
表
記

字

面

の
上

か
ら

だ
け
見

る

と
、

u
母
音

、

m
韻

尾

、

n
韻

尾

、
0

韻

尾
の
音

価

に
全
く

区
別

の
な

い
よ
う

に
さ
え
見

え

る
。

し

か
し
、

基
本

的

に
は
将

門
記

の
場

合

と
全
く

変

ら
な

い
。

「
和

泉

往
来

」

の
書

写

加
点

は
、

奥
書

に
よ

っ
て
文
治

二
年

と
知

れ

る
が

、

こ

の
院

政
最

末

期
前

後

に
、
短

期
間

で

は
あ

る
が

こ

の
よ

う

な
激
し

い
音
韻

変

化
現

象

が
起

り
、
楊

守
敬
本

将

門
記

の
矛

二
種

仮
名

と
真

福
寺

本

の
別

筆

仮
名

と

は
、
そ

の
現

象

の
初
期

の
様

相
を

呈

し
て

い
る

と
考

え
て
よ

い

で
あ
ろ

う
。

②

三

内
入
声

の
表
記

唇
内

入
声

P

原

則

と
し

て

「
フ
」

で
表
記

す

る
が

「
ウ

」
を

用

い
る

…

の
も
多

く

相

半

す

る
。

フ
表
記

末
葉

堵
邑

ウ
表
記

劫
略

出
入

亀
甲

本
邑

牒考

例
)

 

亀
甲

移
牒

牒
状

威
摂

深
摂
)

 

(
威

摂

)

(深

摂

)

真

福
寺
本

に
於

い
て
も

「
ウ

」

「
フ
」
表

記

混
用

し

て
殆
ど
変

ら
な

い
。

唇
内

入
声
韻

尾

が
表
記

の
上

で
は

「
フ
」

と
し

て

あ
ら

わ
れ

て
も

、
音
韻

的

に
は
敷

摂
平

声
所

属

の
音

と
区
別

が

つ
か
な

く
な

っ
て

い
る
た

め
、
逆

に
敷

摂
所

属

の
文
字

に
対

し

て
入
声

音
を

表

わ
す

「
フ
」
を

用

い
て

い
る

こ
と
も
あ

る
。

カ
イ
セ
フ

タ
フ

ケ
フ

開

笑

到
来

御

教
書

更

に
は

憔
育
之

方

重

賦
。

の
よ
う

に
、

遇
摂

の

u
母
音

に
入
声

の
声

点
を

付
す

こ
と
さ

え
行

な

っ
て

い
る
。

平

安

末
期

写

の
九
条
家

本
法

華

経
音

に

「本

入

声
ナ

ル
ヲ
平
声

呼

フ

妙
法

小
劫

三

業

」
と
あ

っ
て
、
入
声

音

で
あ

っ
た
。
「
フ
」

が

「
ウ
」

と

な

っ
て
平

声

に
転
じ

た

こ
と
を

言

っ
て

い
る

の
は
、

よ
く

知

ら
れ

て

い

る
所

で
あ

る
。

将

門
記

の
訓

点

は
、
真

福
寺
本

、

楊
守

敬
本

を
問

わ
ず

、

こ

の
事

実
を

証
拠

立

て
て

い
る

こ
と

に
な

る
が
、

真
福

寺
本

の
場

合

P
入

声

を

「
ウ
」

と
し

た
も

の
が

二
語
三
例

牒

(
8

オ

2
、

15
オ

ー
)

葉

(
16
ウ

5
)

存
す

る

だ
け

で
ー

し

か
も

牒

(
15

オ
1

)葉

(
16
ウ

5
)
は
別

筆
「

、

そ

の

逆

の
例

は
な

い

こ
と

な
ど

か
ら

、
そ

の
加
点

が
楊

守
敬

本

に
や

・
先

ん
じ

て
行
な

わ

れ
た

こ
と

が
窺

わ
れ

る
。

P
入
声

を

「
ウ

」
と
す

る

の
は
、
殆

ど

才

二
、
三

種

の
仮
名

で
あ

る

が
、
唯

一
例

、
「
牒

」
(
14

・
2
)

の
み

は
矛

一

種

で
あ

る
。

真
福

寺
本

の
矛

一
次

仮
名

に

於
け

る
誤

り
も

、

こ

の
語

だ
け

で
あ

る

こ
と
を
考

え
合

せ
る

と
、
他

の
語

に
比
し

て
早

く

開

音
節

化
し

た

の
か
も

知

れ
な

い
。

ウ
母
音

を

「
フ
」

と

し
た

の
は

、
二

、
三

種

の
仮
名

ば
か

り

で
、
矛

一
種

に
属
す

る
も

の
は
な

い
。

予

想

さ

れ
る
所

で
あ

る
。
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舌

内
入
声

t

ツ
表
記

が

専
ら

で
あ

る

が
、
中

に

「
チ
」

「
レ
」

「
ウ
」

等

で
示
す

も

の
が
混

じ

る
。

ツ
表
記

末
葉

佛
神

チ
表
記

農
節

レ
表
記

律
中

ウ
表
記

ホ
ウ

カ
ツ
ハ
ウ

タ
ツ
セ
ム

セ
ツ

イ

謁
望

達

刹
帝

欝
抱

(稜
摂
)

渤
海
国

淫
俵
沸

・

察

蹟
蹉

実
否

(
山
摂

)

(轟
摂

)

(

摂

ハ

カ

ハ

ス

 発
向

発
向

(葎
摂
)

敏
損

草
籟

契
清

発 ハ

遣 乞

(
山

摂

)

(
山

摂

)

舌
内

入

声

の

「
ツ
」

或

は

「
チ

」
表
記

は
問
題

な

い
が
、

才

二
種

の
仮

名

で
書

か
れ

た

「律

中

」
及

び

「渤

海
国

」

の
例

が
注
意

を

引
く
。

真

福

寺

本

別
筆

仮

名

に
は

全

く
同
じ

例

が
含

ま

れ
て

い
る
。

渤

海

国

(真

福
寺

本

20
オ

4

)

楊
守

敬
本

の
仮
名

と
真

福
寺

本
別

筆

仮
名

と

の
共
通

部
分

が
多

い
事

は

既

に
見

て
来

た

通
り

で
あ

る

が
、

こ

の
例

ま
た
、
完

全

に

一
致
す

る
。

楊
守

敬
本

の
矛

二

種

の
仮
名

で

は

「
ウ
」

を
舌

内
撞

音

に
用

い
る

こ
と

、

真

福
寺

本

の
別
筆

仮

名

で
は
唇

内
撞

音

に
対

し

て
用

い
る

こ
と

は
、
先

の

三

内
搬

音

の
表
記

の
所

で
述

べ
た
。

と
す

れ
ば

、

こ
こ
は
舌

内
入

声
音

t

を
撮
音

符

で
表

わ
し

た

こ
と

に
な

っ
て
、

「
律
中

」

の
例

と

同
じ

表
記

形

式

を
有

す

る

こ
と

に
な

る
。

舌
内

入
声

音

t
と
舌

内
搬

音

n
と
を

共

通

の
符

号

で
表

記
す

る
こ
と
は
、

ま

だ
表

記
体

系

の
確

立
し

て

い
な

か

っ
た
時

期

を
除

け

ば
、

十

二
世
紀

の

初

頭

か
ら
、

次
第

に

用
例
を

増

し

て

い
く

よ
う

で
あ

る
。

東
寺

観
智

院
本

不

空
羅

索
神

呪

心
経

(
永
長

二
年

、

康
和

三
年

点

)

蔑

二

絶

セ

一

潔

㌶

載

セ

ン

蜴

勿

搬

ハ
レ

悉

(
の

一
レ
は

n
を
表

わ
す

符
号

)

西
南

院
本

甘
露

軍
茶

利
菩

薩
供

養
念

就
成

就

儀
軌

(康
和
二
年

同
三
年
点
〉

退
失

珂
雪

高

山

寺
蔵

大
砒
盧

遮

那
佛

経
疏

(永

保

二
年
移

点

)

逼

・
・

奪

タ
・

千

葉
中

山
寺

法

華
経
寺

三

教
指

帰
注

(院

政
末

写

)

桀

王

渤

海

国

ツ

(小
林
芳
規
氏

「日
本
語
の
歴
史

解
麟

鑑
鞍
〉

高
山
寺
本
古
往
来

発
向

達

察

高
野
山
西
南
院
蔵

・
和
泉
往
来

察

屈

抜
華

達

逆

に
、
舌

内
霰

音
を

「
ツ
」

で
表
記

し

た
も

の
も
見

え

て

い
る
。

辰

吻

(和

泉

往
来

)

寸

断

(高

山
寺

本
古

往
来

)

明
覚

の

「
悉

曇

要
訣

」

に
は
、

近
キ

ン
と
キ

ツ

篇

セ

ン
と

セ
ツ

酸

.

サ

ン
と

サ

ツ

舜

シ

ュ
ン
と

シ

ュ
ッ
と
通
じ

さ

せ
る

こ
と

を
言

い
、
悉
地
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ハ
ツ
ト
マ

ア

ミ

ダ

フ
ツ

ケ
ン
サ
ン

シ

ン
チ

)
針

頭
魔

(
ハ
ン
ト

マ
)
阿

弥
陀

仏

(
ア

ミ
ダ
プ

ン

)
見

山

ケ

サ

ン
)
な
ど

を
連

声

の
例

と
し

て
挙
げ

て

い
る
。

n
t
両

音

の
調

位
置

が
非

常

に
近

く
な

っ
て

い
る

こ
と
を
物

語

る
も

の
で
あ

ろ

う
。

字

音

の
連
濁

現
象

あ
例

外

と
し

て
、
奥

村
先

生

が
挙

げ
ら

れ

た

(奥

村

先
生

先

掲
論

文

)
薄

伽
(
神
変

加
持

経

)
佛
堂

(小

原
流

魚

山
声

明

)

の

き

入
声
韻

尾

の
連

濁
も

、

こ

の
入
声
音

の
音

価

と
深

い
関

係

が
あ

る
よ

に
思

わ

れ

る
。

喉
内
入
声

K

大
概

「
ク
」

「
キ

」
表
記

で
問
題

な

い
が

「
レ
」
を

用

い
る

も

の
か

一
例
混

じ

て

い
る
。

ク
表
記

骸

轄
講

毒

束
把

貴
閣

悪
神

レ
ウ
リ
ヤ
ク

虜
掠

恩
睾

ヰ
ヵ訳列

亥
剋

キ
表
記

夷
狭

レ
表
記

筑
波
山

零
表
記

宿
世

ロ
ク

ク

チ
モ
ク

セ
ム
ホ
・ク

タ
ウ
コ
ク

コ
ク

薮
害

憔
育

除
目

照
穆

稲
穀

(二
例

)
穀
米

噸
嵐悪

郭
撲

へ通
摂
)

ー

サ
ヤ
ア
ク

マ
ウ
ア
ク

カ
ク

コ
レ

火
ク

タ
ク

ンウ

タ
ウ
チ
ク

邪
悪

(二
例
)
猛
悪

洛
僅

郭
漠

佗
人

到
着

(宕
摂
)

定
額

白
芥
子

呵
噴

謎
責

兵
革

苦
役

(梗
摂
)

賊
難

兇
賊

賊
類

相
国

息
男

棘
楓

寝
食
(曽
摂
)

(
梗
摂

)

(通

摂

)

(
通
摂

)

矯

錺

(曽

摂

)

百
討
百
中

百
懸

(
梗
摂

)

レ
表

記

に
す

る
も

の

一
例

を

見

る
。

第

一
種

の
仮
名

で
、

去
声

点

が
付

さ
れ

て

い
る
。

先

に
舌
内

入
声

尾
音

が

レ
表
記

さ

れ

る

こ
と

に

つ

い
て
述

べ
た

が
、

そ

れ
と

ほ

、・
同
様

の
事

が
言

え
そ

う

で
あ

る
。

数

的

に
は

、

t

入
声

の
場

合
よ

り
も
ず

っ
と
少

な

い
。

K
入

声
音

を

「
レ
」

で
写
し

た
例

は
、
高

山

寺
古

往
来

に

足

下

と
あ

る
例

を
知

る

だ
け

で
あ

る
。

こ
の
逆

の
例

は
、

西
南
院

本

甘
露

軍

奈

利
菩
薩

供

養
念

謂
成

就

儀
軌
康

和

点

に

金

剛
焚

香

の
印
を

結

へ

σ
勾

と
あ

る
。

先

の

「
幕

伽

」

(神

変

加

持
経

)
は

K
入

声
尾

音

の
連
◎

で
あ

る
。③

拗
音

の
表
記

楊

守
敬

本

将
門
記

の
拗
音

表
記

に

つ
い
て
は

、
既

に
小

林
芳

規
氏

が

「

将

門
記
承

徳

点
本

の
仮

名
遣

を

め
ぐ

っ
て
」

(国

文

学

放

49

)
及

び

「
拗

音
表

記

の
沿
革

」

(
王

朝

文
学

9

)
の
中

で
取

り
扱

わ

れ
て

お
り

、
付
け

加

え
る

べ
き

こ
と
は
殆

ど
な

い
。

一.応

拗
音

の
表

記

を
列

挙
し

て
お
く
。

ω
開

拗

音

類

音
字

表
記

、

ヤ
行
表

記

(
共

に
少

数

)
直
音

表
記

の
三
種

が

見
え

て

い
る
。

類
音
字
表
記

仲
和

太
政
大
臣

掌
人

言
上

ヤ
行
表
記

逝
去

居
住

定
額

古
郷

虜
掠

周

長

{

↑

一34一



直
音
表
記

呵
噴

謎
責

主

主
従

阿
闇
梨

黎
庶

服
従

従
兵

ス

ソ
ウ
ヨ
ウ

サ
ゥ

分

ソ
ウ

ソ
ウ

ハ

シ
ム
ソ
ク

ス
ウ

ス
レ

従

縦

容

生
分

承
引

乗

馬

寝
食

中

旬

数

旬

准
南

子

巡

検

百
懸

棘

楓

曇

居

閑
居

邪
悪

(
二

例

)

ヤ
行

表
記

の
例

は

、
三

種

の
仮
名

が
混
用

さ

れ

て

い
る

が
、

直
音

表
記

に
す

る
多
く

の
例

は

、

一
、

二

の
例

外

(
准
南

子

一
種

乗
馬

二
種

)を

除

い

て
矛

二
種

の
仮
名

で
書

か
れ

て

い
る
。

真

福

寺
本

が

、
楊

守
敬

本

と
対

照

的

に

ヤ
行
表

記
す

る

こ
と
に

つ
い
て
は

小
林

芳
規

氏

の
論

に
詳

し

い
。

い

ず

れ

に
せ

よ
、
訓

貼

資
料

に

は

一
般

に
少
な

い
と
さ

れ

て

い
る
直
音

表
記

が
多

く

用

い
ら

れ

て

い
る

の
は
、

将

門
記

の
資

料

と
し

て
の
性
格

に
よ

る

も

の
で
あ

ろ
う

か
。

つ
ま

り
、

純
枠

な

仏
典

で
も
漢
籍

で
も
な

い
の

で
、

さ

ほ

ど
厳
密

さ

を
要

求
さ

れ
な

か

っ
た

、
或

は
規

範
意

識

が
薄

か

っ
た
と

い
う

よ

う

な
事
情

を

考
慮
す

べ
き

で
あ

る

か
も

し
れ

な

い
。

特

に
矛

二
種

仮

名

仁
於

て
は

そ
う

で
あ

る
。

同

じ
く

変
体

漢

文

の
資

料

で
あ

る

「
和
泉

往
来

」

も

、

ヤ
行

表

記

と
同
時

に
多

く

の
直

音
表

記

を
含

ん

で

い
る

と

い

う

点

で
、

こ

の
楊

守

敬
本

将
門

記

と
共

通
し

た
性

格

を
有

し

て

い
る
よ
う

に
思

わ

れ

る
。

「
和
泉

往
来

」

に
見

え

る
直

音
表

記

サ
ウ

ス

ス

ス

ス

ス

ス
ツ

ス
レ

ス
レ

ス
ク

ソ

ソ

升

酒

洲

修

数

受

位

春

首

宿

諸

寄

疎

略

処

色

鐘

以
上

で
拗

音

表
記

に
関

し

て
言
う

べ
き

こ
と

は
全

て
述

べ
た

が
、

こ

ゝ

に

一
例

不

可
解

な
例

が
存

す

る
。

将
門

記
末

尾

に
見

え

る

「邪

悪

」

と

い

う

語

で
あ

る
。

直

音

表
記

に
す

る

な

ら
ば

「
サ

ア

ク
」
、
ヤ
行
表

記

に
す

る

な

ら
ば

「
シ

ャ
ア

ク
」

と
あ

る

べ
き
所

で
、
何

ら

か

の
誤

り

か
と

も
思

わ

れ
る

が
、

二
箇
所

に
現
わ

れ

て

い
る

の
で
捨

て
去

る

こ
と
も

で
き
な

い
。

他

に

は
見
當

ら

な

い
表
記

で
あ

る
。
注
鯨

e
合
拗
音

合
拗
音
は
多
く
類
音
字
で
示
さ
れ
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
も

の
は
少
な
い
。

類

立
葎

表

記

火
イ

火
イ

火
ヶ
イ

火
イ

恋
懐

貴
講

俳
徊

会
岱

会
枇
山

(蟹
摂
)

セ
レ
花

雛

裸
形

(果
摂
)

誼
読

(假
摂
)

郭
漠

(宕
摂
)

ワ
行
表
記

兇
賊

(通
摂
)

真
福
寺
本
で
は
す
べ
て
仮
名
表
記
に
よ

っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

千
文

(二
例
)

会
税
叫

魁
師

根
儘

郭
撲

莞
余

人
郵
.
墨
滋
.
鄭
翼

薮

甥

院
政
時
代
前
後
の
合
拗
音
表
記
の
状
態
は
、
類
音
字
表
記

(火
鬼
化
な

ど
の
固
定
し
た
字
を
用
い
る
)
仮
名
表
記
の
混
用
、
訓
鮎
資
料
の
場
合
は

仮
名
表
記
の
占
め
る
割
合
が
や

ゝ
大
き
い
と
い
う

の
が

一
般
の
姿
で
あ
る

ら
し
い
。
(小
林
芳
規
氏
前
掲
論
文
)
が
、
楊
守
敬
本
の
場
合
は
、
類
音
字

表
記
の
比
率
の
方
が
ず

っ
と
高
く
、
仮
名
書
き
は
僅
か
に
一
例
を
数
え
る

の
み
と
い
う
吻
は
、
む
し
ろ
草
仮
名
文
献
に
於
け
る
合
拗
音
表
記
と
相
通

ず
る
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。幾
度
も
引
用
す
る
が
、ま
た

「和
泉
往
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来

」

を

こ

・
で
も

参

照
す

る

な
ら

ば

、次

の
よ
う

に
類

音
字

が
多

く

、そ

の

中

に
少
数

の
仮
名

表
記

が
混

じ

っ
て

い
る

こ
と

を
知

る
。

す

べ
て

は
な

い
。

「
ウ
ーー

イ
」

の
形

で
現

わ

れ

て
お
り

「
ヰ

」
と

な

っ
た
も

の

類
音
字
表
記

火

災

イ

 

和
風

温
和

珍
菓

松
花

山
華

誼
諄

懇
懐

俳
徊

還
懐

一
頑

愚
頑

州
懸

五
絃

帰

碧
卉

ワ
行
表
記

清
懐

拙
懐

歓
賞

広
恩

④

豪
韻

所

属
字

の
表
記

豪
韻

に
所
属

す

る
字

音

で
頭
子

音

が
唇
音

の
場

合

「
オ
ウ
」

と
な

る

こ

と

は
、
有

坂

秀
世
博

士

の
証

明

に
よ

っ
て
明
ら

か
に
な

っ
た
が

、
真
福

寺

本

、
楊
守

敬
本

共

に

「
オ
ウ

」

と
表
記

さ
れ

て

い
る
。

真

福
寺

本

将
門
記

褒

賞

楊

守

敬
本
将

門
記

褒

賞

報

裁

暴

悪

同
じ
く

豪
韻

に
属

す

る

「艘

」
字

も

、
字

音
仮

名
遣

で
は
、

「
サ

ゥ
」

と

あ

る
所

で
あ

る
が

歴
史
的

仮
名

遣

と
し

て
は

「
ソ
ウ
」

を
取

る

べ
き

で
あ

る

と
さ

れ
た

同
博
士

の
御

言
葉

通

り

楊

守
敬

本

七
八

之
艘

と
見

え

て

い
る
。

⑤
止
摂
Aロ転
所
属
字
の
表
記

追
捕

五
衰

秋
遺

賊
類

⑥
頭
音

の
仮

名

遣

い

頭
音

の
仮
名

遣

い
を

誤

っ
た
も

の
と

し

て

恩

澤

を
掲

げ

る
。

「
オ
」

「
ヲ
」

二
音

の
混
乱

の
結

果

、
そ

れ

が
字
音

に
ま

で

及

ん
だ
も

の
で
、
本

来
な

ら
藤

摂

影
母

一
等

、
ア
行

で
あ

る

べ
き

も

の
で

あ

る
。

⑦

オ
段
拗

長

音

(
エ
ウ

・
オ
ウ

の
混
乱

)

通

例
、
漢

字

音

に
於

い
て

は
、
通

・
曾

摂

に
属
す

る
字

は

「
イ

ヨ
ウ

」

一

敷

・
威

摂

に
属
す

る

字

は

「
エ
ウ
」

と
判

然

と
区
別

が
な

さ

れ

て

い
て
、

36

平

安
末

期

ま

で
そ

の
混
同

は
な

か

っ
た

の
で
あ

る

が
、
院

政
期

に

な
る

と

一

「
エ
ウ
」

と

「
イ

ヨ
ウ
」

が
混

乱
す

る
例

を
時
折

見

出
す

る
よ

う

に
な

る
。

こ
の
楊

守
敬

本
中

に
も
数

例
見

出
す

こ
と

が

で
き
る
。

愛
興

凌
櫟

李

陵

(
二
例

)
兇
賊

先

の
四
例

は
曾

摂
蒸

韻
所

属
字

、
後

の

一
例

は
通

摂
鐘
韻

所

属

の
そ

れ

で
、
本

来
な

ら

ば

「キ

ョ
ウ
」

「
リ

ョ
ウ

」

「
ク
ヰ

ヨ
ウ

(キ

ョ
ウ

)
」

と
書

く

べ
き

所
を

、

そ
れ
　

＼

「
エ
ウ
」
表

記

に
誤

ま

っ
て

い
る
も

の
で

あ

る
。

「
エ
ウ

」
が

「
イ

ヨ
ウ
」

に
誤

記

さ
れ

る
例

は
見
當

ら

な

い
。

「

凌

」
例

の
み
が
才

二

種
、
他

は
才

三
種

の
仮

名

で
書

か
れ

て

い
る
。
真

福

寺
本

の
別
筆

仮
名

に

は

「
エ
フ
」

(
エ
ウ

)
を

「
オ

ウ
」

で
表
記

し

た

「

末

葉
」

の
例

の
あ

る

こ
と

は
広
く

知
ら

れ

て

い
る
。

近

い
資
料

で

は

「
和

泉
往

来
」

に



棟
歎

「高

山
寺

本

古

往
来

」

に
は

エ
ウ
↓

オ

ウ

遼
遠

嘲
味

御

返
抄

オ

ゥ
↓

エ
ウ

責

綾

有

綾

と
見

え

て

い
る

が
、
鎌

倉
時

代

中
期

頃

に
な

る

と

こ
の
混
乱

現
象

が
極

に

達

す

る

こ
と
は
、

小
林

芳
規

氏

の
調

査

に
詳

し

い
。

(
「
鎌
倉
時
代
語
資
料
と

し
て
の
草
稿
本
教
行
信
鐙
古
点
」
東
洋
大
大
学
院
紀
要
2
)

楊

守
敬

本

の
混

同

の
状
態

は
、

そ

の

ご
く

早

い
時

期

に
位

置

す

る
も

の

と

言
え

よ
う

。

⑧

鼻
音

音

と
長

母
音

一
音
節

語

を
長

く
引

い
て
発

音
す

る

こ
と

は
平

安
時

代
初

期

か
ら

現
れ

て

い
る

が
、

こ
の
時

期

に
も

多

い

こ
と
は

、
楊

守
敬

本

に

緋
襟

気

色

李

陵

虜

領

虜

掠

等

と

な

っ
て

い
る

こ
と

で
も
知

れ

る
。

イ
段

の

一
音
節

語
を

長
音

化
す

る

例

が
大
半

を
占

め
て

い
る

が
、

ウ
段

オ

段

の
長

音

化

現
象
も

加

わ

っ
て

い

る
。

「
和
泉

往
来

」

に
、

こ

の
現

象

の
最

も
顕
著

な

現

れ
を
見

る

。

賢

虜

愚

虜

愚
頑

顧

無
為

芙
蓉

至

公

美
酒

さ

て
、

小
林

芳

規
氏

は

「
和

泉
往

来

」

に
見
え

て

い
る
所

の

穂

坂

苦

山

事
事

「
高

山
寺

古

往
来

」

に
見

え

て

い
る
所

の

自

然

恥

辱

等

の
語
を

、
全

て
、
ザ

行
音

の
前

に
く

る
母
音

が
鼻

母
音
化

し

た
も

の
と

さ
れ

(
「国
語
史
料
と
し
て
の
高
山
寺
本
古
往
来
」
高
山
寺
古
往

来
表

白
集

)

ロ
ド

リ

ゲ

ス
大

文
典

に
あ

る

、
ガ
ザ

ダ
行
音

の
直

前

に
来

る
母
音

、バ
行

音

の
前

の
母
音

a
が
鼻

母

音

に
発
音

さ

れ
る

と

い
う

記

述

の
湖

る
例

と

な
る

注
⑤

こ
と
を
言

わ

れ

て

い
る
。

然

し

て
、
楊

守

敬
本

将
門

記

に
は

、
や

は
り

ダ
行

に
続

い
て
前

の
母
音

が
鼻

母
音

化

し

て

い
る
と
思

わ

れ
る
例

が
存

す

る

の

で
あ

る
。

そ
れ

は
次

の
よ

う

な
も

の
で
あ

る
。

多

治
良

利

(
23

・
1
)

固
有
名

詞

で

は
あ

る
が

「
多
」

字

の
傍

に
鼻

母
音

を

示
す

符
号

が

は

っ

き

り
と

読

み
と

れ
る
。

仮
名

は
才

二

種

で
あ

る
が

そ

の
下

に
矛

一
種

の
仮

名

が
薄

く
見

え

て

い
る
。

こ
の
例

を

認

め
る

と
す

る
な

ら
ば

、
濁

音

の
前

に
鼻

轡
賠

が
来

る
、
或

は
濁

音

に
鼻

母
音
的

な

§
縁
貯
†

αq註

Φ

が
前
接
す

る

現
象

は
、

今
少

し

湖
り

得

る

こ
と
と

な
る

わ
け

で
あ

る
。

四

以
上

、
楊

守
敬

旧

蔵
本

将
門
記

の
仮
名

点

の
字

音
表

記

に
関

し

て
、
様

々
な

方

向

か
ら
眺

め

、
そ

の
表
記

の
諸
相

を
検

討

し

て
き

た
。

私

と
し

て

は
先

ず

、
仮

名

の
付

さ
れ

た
時

代
を

内
部

徴
証

に
よ

っ
て
正
し

く
把

握

し

そ

れ

と
平
行

し

な

が
ら
当
時

の
国

語

の
状

態

を
知

る
手

掛

り
を

得
よ

う

と

し

た

の
で
あ

る
。

字
音

の
表
記

字
面

の
み

と

い
う

限

ら

れ

た
範

囲

で
は
あ

る

が
、

調
査

の
結

果

を
要

約
す

る
な

ら

ば
、
従

来

一
括

し

て
院

政
初

期

加

点

と
さ

れ

て
き

た
楊

守
敬
本

の
訓
点

は

、
決

し

て
そ

れ
程
古

い
も

の

で
は

な

く
、

む
し

ろ
真

福
寺

本

将
門

記
よ

り

も
更

に
馬

代

を
下

ら

せ
る

べ
き

で

あ

る

こ
と

、
具

体
的

に
言

う
な

ら

ば
、

文
治

二
年

写

の

「和

泉

往
来

」

の

時
代

に
ま

で
近

付
け

る

べ
き

で
あ

る
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

尤

も

、
仮
名
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の
う

ち

才

一
種

の
仮
名

は
、
殊

に
古

い
時

代

の
加
点

で
あ

る

こ
と
は
言

う

ま

で
も

な

い
。

真

福
寺

本

の
別
筆

仮

名

の
性
格

及

び
付

加
さ

れ

た
時

代

に

つ

い
て
も
、

作
業

を
行

な
う

段

階

で
或

る
程
度

把

む

こ
と

が
可
能

に
な

っ

た

よ
う

に
感

じ

ら
れ

る
。

国

語

の
仮

名
遣

い
、
音
便

現
象

、

語
法

、
そ

の

他
多

く

の
事

に
関

す

る
調
査

の
結
果

と
比

較
対

照

し

て
、
今

述

べ
た
結

論

を
更

に

固

め
、
総

合
的

に
記

述
す

る

こ
と
が
必

要

で
あ

ろ
う

が
、

今
は

そ

れ

に

つ

い
て
は

述

べ
な

い
。貴
重

古
典

籍

刊
行

会

の
影

印
本

に
よ

る
、調

査

で

、
実
際

に
原
本

に
あ

た

っ
た
わ
け

で
は
な

い
の
で
、
仮

名

の
判

別
な

ど

多

少

の
不

安

が

残

る
が

、
今

後
原
本

に
あ

た
る
機

会

を
得

て
多

少

の
補
訂

を
行

い
た

い
と
思
う

。

註

①
例
え
ば
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点

吉
沢
義
則
博
士

「国
語
説
鈴
」

②
高
山
寺
蔵
聖
動
尊
大
威
怒
王
念
請
儀
軌

天
喜
二
年

二

○
五
四
)
点

m

,底
、

屹
,

ぼ
.

覧
。

威
、

.叱

(
例
外

梵
ホ

ン

)

サ
乙

雀

マ
∠

ケ
∠

、を

セ
乙

十
乙

セ
乙

ホ
∠

エ
ム

n

散

獣

満

国絹

燈

扇

難

戦

盆

(
姻

)

松
田
福

一
郊
氏
蔵
秘
密
曼
茶
羅
大
阿
闇
梨
耶
付
法
博

天
喜
二
年
点

(
一
○
五
四
〉
長
治
二
年
点

(
一
一
○
五
)

興
福
寺
蔵
高
僧
傳

康
和
二
年
点

(
=

○

一
)

っ

)

酉
南
院
蔵
甘
露
軍
茶
利
菩
藍
供
養
念
謁
成
就
儀
軌

中
田
祝
夫
氏

「中
古
音
韻
史
上
の

一
問
題
」
国
語
学
6

(

)

③
高
野
山
宝
寿
院
蔵
金
剛
頂
諭
伽
中
略
出
念
請
経
延
久
六
年
点

(
一
○
七
五
)

喉
内
搬
音
を
表
わ
す
に
は

「イ
」

「ウ
」
を
以
っ
て
行
な
う
が
、
中
に
、
舌
内
按
音
符

「
フ
」
を
用
い
た
も
の
が
見
え
る
。

康
和
二
年
点
三
年
点

曽
田
文
雄
氏
の
翻
刻
に
よ
る

訓
貼
語
と
訓
貼
資
料
17
19
20
21
24

餉
シ
ァ
フ

響
カ
フ

(春
日
政
治
博
士

「高
野
山
に
て
目
た
る
古
貼
本

一
、
二
」

「古
訓
貼
の
研
究
」
所
収

)

④

「サ
ア
ク
」

「
シ
ャ
ア
ク
」
両
表
記
の
混
靖
現
象
と
見
る
べ
き
か
、
混
靖
す
る
に
あ
た

っ
て
は
後
続
の
ア
母
音
に
対
す
る
考
慮
が
働

い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

⑤
古
く
は

一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
儀

(延
暦
十
九
年
点
)
に
見
え
て
い
る
。

騎
支
伊
反

以
後
院
政
期
に
至
る
ま
で

そ
の
数
は
極
め
て
多
数

⑧
浜
田
敦
氏
は

「搬
音
と
濁
音
と
の
相
関
性
の
問
賜
ー
「
古
代
語
に
お
け
る
濁
子
音
の
音

価
」
」

(国
語
国
文
21
〈・3
)
と
題
し
た
論
文
で
こ
の
現
象
の
上
限
を

「鶴
林
玉
露
」
の
建

長
四
年

(
=

一五
二
)
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

⑦
注
⑧
の
論
文
参
照

受

贈
雑

誌

47
年

10
月

～
48
年

6
月

①

国

語
国

文
研

究

(
北
海

道
大

)
50
/

人
文

論
究

(
北

海
道

教
育

大

)

33
/

語
学

文
学

(
北
海
道

教

育
大

)
11
/
文

化

と
言
語

(
札
幌

大

)
4
巻

1
/

札
幌

大
学

教
養

部
札

幌
大

学

女
子
短

大

紀
要

4
/
藤

女
子

大
学

国
文

学
雑

誌

13
/
学

園
論
集

(
北
海

道

学
園

大

)
21

22
/
東

北

大
学

文
学

部
研

究
年

報

22
/
文

化

(東

北

大

)

35
巻

4
、

36
巻

1

-
3
/

文
芸

研
究

(
東
北

大

)

70

～
72
/

日
本

文
芸

論
稿

(
東

北
大

)
4
/
国

語

学

研
究

(
東
北

大

)

Ⅱ

/
宮

城

教
育

大
学

国

語
国

文

4
/

日
本
文

学

ノ
ー

ト

(宮

城

学
院

女
子

大

)

8
/
文

経
論

叢

(
弘
前

大

)

8
巻

1
/

一
橋
論

叢

68
巻

1

～
6
、

69
巻

1

4
5
/

言
語

文
化

(
一
橋

大

)
9
/
国

語

と
国

文
学

(東

京
大

)
49
巻

10

～
12
、
50
巻

1

～
6

/
人
文

科

学
科

紀
要

(東

京

大
教
養

)

55
/
近
代

文

学

論

(
東
京

教
育

大

)

4
/
国

文

(
お
茶

水
大

)
38
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